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ラダーレベル

新人班

ラダーレベル
Ⅰ・Ⅱ班

ラダーレベル

Ⅲ以上・共通

研修班

看護研究班

嘱託員研修・

看護体験班

３．看護職員教育システム 

１）教育目的・目標 

 (1) 教育目的 

  ① 看護部の理念に基づき、時代の変化に即応した質の高い看護サービスを提供で 

    きる人材を育成する 

  ② 常に能力開発支援を行い、生涯にわたる専門職業人としての成長を支援する 

  

 (2) 教育目標 

  ① 患者の生命および人権を尊重し、患者の安全・安楽を考慮し、個々の健康レベ 

    ルに適した専門性のある質の高い看護を実践することができる 

  ② 病院の理念や役割、経営方針を理解し保健医療チームの一員として、組織にお 

    ける自己の役割と責任を自覚することができる 

  ③ 専門職業人として目標をもって主体的に学習し、看護実践能力を高め自己成長 

    することができる 

  ④ 他部門・他職種・地域と連携し、相互の意思の疎通を図り協働することができ 

    る 

 

２）教育支援体制 

    看護部では教育委員会が様々な教育・研究・研修に関する企画、準備を行い 

   広く看護職員の人材育成、キャリアアップ支援に努める。 

    教育委員会を５つの班に分けてそれぞれ活動し、さらに全ての教育委員が 

   各所属部署での看護職員の教育に携わる。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１、２年目看護師の研修企画 

・新人研修企画、担当 

教育 

担当 

師長 

・レベルⅠ・Ⅱの研修・企画、

担当 

・レベルⅢ・Ⅳの研修企画、担当 

・共通研修の企画、担当 

・看護研究発表会の企画、担当 

・事例研究の企画、担当 

・嘱託職員研修の企画、担当 

・看護体験の企画、担当 
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３）大牟田市立病院キャリアラダーシステム   

 (1) キャリアラダーとは 

   看護師の能力開発および個人の目指すキャリア発達を支援するツールです。 

 

 (2) 大牟田市立病院キャリアラダーシステムの特徴 

 当院が習得を目指す『看護実践能力』は、JNAラダーで示された看護の核となる

実践能力を標準指標として活用しています。また、看護実践能力以外に大牟田市立

病院の看護職に求める能力を『組織的役割遂行能力』、『自己教育・研究能力』で構

成し、キャリアラダーとしています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリア:「看護職の専門的な能力」 ラダー:「はしご」 

 

キャリアラダーには下記に示すように、３つの能力があり、さらにレベルに合

わせ５段階に分かれる。 

    ＜キャリアラダー ４つの能力＞ 

     ① ４つの看護実践能力 

       「ニーズをとらえる力」「ケアする力」 

「意思決定を支える力」「協働する力」 

     ② リーダーシップとマネジメント能力 

     ③ 専門的・倫理的・法的な実践能力 

     ④ 専門性の開発能力 

 

   各レベルを参考に、自己目標を立案・実施し、自己評価・他者評価・面接評価を

行い、その結果をフィードバックし、次年度の目標に繋いでいきます。目標管理と

連動はしていませんが、目標管理と共に個人のキャリア・アップや人材育成におお

いに活用することができます。キャリアラダーは、進捗状況を自己にて確認し、申

請するシステムで自分のペースで学びを進めることができます。 

看護実践 

能力 
自己教育 

研究能力 

組織的役割 

遂行能力 

キャリアラダー 

標準的指標 

ニーズを

とらえる力

ケアする力協働する力

意思決定

を支える力

JNA 

看護実践能力 

看護実践 

能力 専門性の

開発能力 

リーダーシップと

マネジメント能力 

専門的・倫理的・

法的な実践能力 
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 (3) キャリアラダーが大切にしていること 

    キャリアラダーシステムでは、ポイント取得制を導入していますが、最も大切

にしているのはポイント数ではなく「４つの能力」です。下記の各段階における

定義等を理解し、その行動・能力が達成できるように各自研鑽をかさねましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) キャリアラダー各段階の定義 

 

 新人－①② レベルⅠ－①② レベルⅡ－①② レベルⅢ－①②  レベルⅣ－①② 

レ
ベ
ル
の
定
義 

指導を受けなが

らマニュアルに

沿って看護実践

できる 

標準的な看護計画

に基づき、自立し

て看護を実践し、

メンバーシップを

発揮できる 

個別的な看護を

実践し、所属組織

の目標達成のた

めにリーダーシ

ップを発揮でき

る 

幅広い視野と予測

的判断をもち看護

を実践する。 

組織の目標実現の

ための環境整備・人

材育成を行う 

最適な手段を選択しケア

の受け手の QOL 向上に貢

献する。 

組織の目標達成だけでな

く地域に対しても組織的

看護サービスの提供を行

う 

キ
ー
ワ
ー
ド 

助言 

マニュアル 

チーム内 

自立 

メンバーシップ 

部署内 

リーダーシップ 

個別性 

後輩育成 

看護部内 

専門性 

人材育成 

他部署との協働 

病院全体 

地域への貢献・連携 

創造的リーダーシップ 

キ
ャ
リ
ア
の
目
安 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取得ポイント 

取得ポイントは臨床実践能力の一部 

取得ポイントのみ高くても承認されない 

教育者：実習指導者 

    看護学校講師 

新人 

管理者 

教育者 

総リー

ダー 

エキス

パート 

す て き

ナース 

スペシャ

リスト 

ジェネラリスト 

看護実践能力 

リーダーシップとマネジメント能力 

専門的・倫理的・法的な実践能力 

専門性の開発能力組織的役割遂行能力 

自己教育・研究能力 
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４）当院看護部におけるキャリアアップ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  キャリアラダーシステムについての詳細は、院内文書に掲載しています 

    院内文書→看護部→看護部委員会→６ 教育委員会→B キャリアラダー 

    →マニュアル・様式・単位表等 

       ○マニュアル：キャリアラダーの目的 

              ラダー申請の流れ、飛び級の方法 

              取得ポイントの点数・計算方法、有効期限 

              レポートや研修企画書等の書類の取り扱い 

              課題レポートの書式 

              e－ラーニング、研修受講時の注意事項  etc 

       ○様式：ラダー申請に関する一連の書式 

           各ラダーレベル別の書式集 

    ※様式はコピーして使用して下さい。入力してそのまま保存しないように 

     お願いします。 

 

５）『私のあゆみ』 

  個々の目標・成果・実績(成長プロセス)を、各自が明記・保管します。 

  さまざまな経験や学習の記録、自己の経験や学習をマネジメント 

するためのツールです。 

  研修受講時には必ず持参するようにしましょう！ 

  ラダー研修受講時は、受付で受講票に印鑑を押しています。 

この図は、当院看護部に

おけるキャリアアップの

イメージ図です。 

自分の『将来なりたい姿』

がどこなのか、イメージ

しましょう。 

ジェネラ

リスト

新人

ラダーⅡ

ラダーⅢ

ラダーⅠ

ラダーⅣ

役割別

教育者

部
署
教
育
担
当
者

新
人
教
育
担
当
者

スペシャ

リスト
管理者 エキス

パート
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６）キャリアラダー 段階表  □：看護協会設定 ■赤字：当院オリジナル 

 

  

Ⅳ

（旧

Ⅴ）

より複雑な状況

において創造的

な実践を行い、

組織や分野を超

えて参画する

より複雑

な状況に

おいて、

患者に

とっての

最適な手

段を選択

しQOL  を

高めるた

めの看護

を実践す

る

患者や

状況

（場）

の関連

や意 味

をふま

えニー

ズをと

らえる

②患者や周囲の

人々の価値観に

応じた判断がで

きる

①複雑な状況を

把握し、患者を

取り巻く多様な

状況やニーズの

情報収集ができ

る

最新の

知見を

取り入

れた創

造的な

看護を

実践す

る

②複雑な問題を

アセスメント

し、最適な看護

を選択できる

①患者の複雑な

ニーズに対応す

るためあらゆる

知見（看護およ

び看護以外の分

野）を動員し、

ケアを実践・評

価・追求できる

複雑な

意思決

定プロ

セスに

おい

て、多

職種も

含めた

調整的

役割を

担うこ

とがで

きる

②法的および文

化的配慮など多

方面から患者や

周囲の人々を擁

護した意思決定

プロセスを支援

できる

①適切な資源を

積極的に活用

し、患者や周囲

の人々の意思決

定プロセスを支

援できる

患者の

複雑な

ニーズ

に対応

できる

よう

に、多

職種の

力を引

き出し

連携に

活かす

②関係者、多職種間の

中心的役割を担うこと

ができる

②目標に向かって多職

種の活力を引き出すこ

とができる

①複雑な状況（場）の

中で見えにくくなって

いる患者のニーズに適

切に対応するために、

自律的な判断のもと関

係者に積極的に働きか

けることができる

①多職種連携が十分に

機能するよう、その調

整的役割を担うことが

できる

安全で効

率的・安

定的な実

践を常に

提供でき

るよう、

組織や職

種を超え

た調整や

教育に主

体的に参

画する

業務の委

譲・移譲

や業務遂

行のプロ

セスが安

全かつ効

率的に行

われるよ

う、組織

や職種を

超えた調

整による

体制整備

に主体的

に参画す

る

■他部門と協働

した目標を企画

し、達成に向け

た調整ができる

事故や

問題の

発生

時・平

常時の

危機管

理体制

の整備

や見直

しに、

組織や

職種を

超えて

主体的

に参画

する

①■組織の現状

を客観的に分析

し、あらゆる場

面でチーム医療

を意識した看護

活動を推進する

ことができる

業務改善

や人材育

成のため

にリー

ダーとし

ての役割

を担い目

標達成に

参画する

ととも

に、組織

を超えた

変革や人

材 育成に

役割を発

揮する

②■社会・看護

の動向を捉え、

組織の理念・目

標を念頭に、成

果を出すための

看護管理を実践

できる

Ⅲ

（旧

Ⅳ）

幅広い視野で予

測的に判断し実

践を実践を行

い、ロールモデ

ルとなる

幅広い視

野で予測

的判断を

もち看護

を実践す

る

患者や

状況

（場）

を統合

しニー

ズをと

らえる

②意図的に収集

した情報を統合

し、ニーズをと

らえることがで

きる

①予測的な状況

判断のもと身体

的、精神的、社

会的、スピリ

チュアルな側面

から必要な情報

収集ができる

様々な

技術を

選択・

応用し

看護を

実践す

る

②幅広い視野で

患者をとらえ、

起こりうる課題

や問題に対して

予測的および予

防的に看護実践

ができる

①患者の顕在

的・潜在的な

ニーズに応える

ため、幅広い選

択肢の中から適

切なケアを実践

できる

患者や

周囲の

人々の

意思決

定 に伴

う揺ら

ぎを共

有で

き、選

択を尊

重でき

る

患者や周囲の

人々の意思決定

プロセスに看護

職の立場で参加

し、適切な看護

ケアを実践でき

る

患者を

取り巻

く多職

種の力

を調整

し連携

できる

②多職種間の連携が

機能するように調整

できる

②多職種の活力を維

持・向上させる関わ

りができる

①患者がおかれてい

る状況（場）を広く

とらえ、結果を予測

しながら多職種連携

の必要性を見極め、

主体的に多職種と協

力し合うことができ

る

組織にお

ける安全

かつ効率

的・安定

的 安全で

効率的・

安定的な

実践のた

めの体制

整備に主

体的に参

画し、同

僚を支援

する

組織にお

いて、看

護チーム

内および

他職種へ

の業務の

委譲・移

譲や業務

遂行のプ

ロセスが

安全かつ

効率的に

行われる

よう、マ

ニュアル

等の見直

しに参画

②■部署におい

てアサーティブ

な関わりができ

総合的なリー

ダーシップを発

揮できる

②後輩のロール

モデルとなり学

習を支援する

①■役割を担う

スタッフの支援

ができる

事故や

問題の

発生時

にも主

体的に

行動し

同僚を

支援す

るとと

もに、

潜在的

なリス

クに対

する平

常時か

らの危

機管理

■平時から同僚

を支援し、ゆと

りのある業務を

遂行できる

組織の目

標達成の

ための業

務改善や

同僚の支

援を行う

組織の

リーダー

としての

役割を担

い、改善

すべき点

は同僚に

フィード

バックす

る

②■部署におけ

る課題を明確に

し、目標を示し

ながら管理行動

がとれる①■部

署の目標設定に

参画でき、目標

達成に向けリー

ダーシップを発

揮できる

Ⅱ

（旧

Ⅲ）

個別の状況に応

じた判断と実践

を行う

患者に合

う個別的

な看護を

実践する

患者や

状況

（場）

の特性

を踏ま

えた

ニーズ

をとら

える

②得られた情報

から優先度の高

いニーズをとら

えることができ

る

①患者に必要な

身体的、精神

的、社会的、ス

ピリチュアルな

側面から個別性

を踏まえ必要な

情報収集ができ

る

患者や

状況

（場）

の特性

をふま

えた看

護を実

践する

②患者の個別性

をとらえ、看護

実践に反映がで

きる

①患者の個別性

に合わせて、適

切なケアを実践

できる

①患者の顕在

的・潜在的ニー

ズを察知しケア

の方法に工夫が

できる

患者や

周囲の

人々の

意思決

定に必

要な情

報提供

や場の

設定が

できる

②患者や周囲の

人々の意向の違

いを多職種に代

弁できる

①患者や周囲の

人々の意思決定

に必要な情報を

提供できる

①患者や周囲の

人々の意向の違

いが理解できる

患者や

その関

係者、

多職種

と連携

できる

②積極的に多職種に

働きかけ、協力を求

めることができる

②■入院～退院後ま

で見据えて、患者・

家族、地域との関係

を調整することがで

きる

①患者の個別的な

ニーズに対応するた

めに、その関係者と

協力し合いながら多

職種連携を進めてい

くことができる

①患者とケアについ

て意見交換できる

個別的か

つ一時的

な状況に

おける判

断と実践

を行う

イレギュ

ラーな状

況におい

ても看護

チーム内

で適切な

業務の委

譲および

実施確認

をすると

ともに、

他職種の

法的権限

や役割を

理解し、

必要時業

務を移譲

①看護実践者と

して後輩に支援

的役割を果たせ

ている

①■部署の目標

達成に向けて主

体的なリーダー

シップを発揮

し、その役割と

責任を果たすこ

とができる

事故や

問題の

発生

時、

人々や

同僚の

安全を

確保し

影響を

最小限

にする

行動を

とる

①■看護業務に

おける経済的・

効果的側面から

意見を述べるこ

とができる

業務の実

施の中で

一時的に

リーダー

としての

役割を担

い組織

（チーム

等）の目

標達成の

ための業

務の管理

や改善を

行う

②■看護業務に

おける経済的・

効果的側面から

意見を述べ改善

の推進者となる

ことができる

②■率先して他

部署との連携・

調整を図ること

ができる

Ⅰ

（旧

Ⅱ）

標準的な実践を

自立して行う

標準的な

看護計画

に基づき

自立して

看護を実

践する

患者や

状況

（場）

のニー

ズを自

らとら

える

②得られた情報

をもとに、患者

の全体像として

の課題をとらえ

ることができる

①自立して患者

に必要な身体

的、精神的、社

会的、スピリ

チュアルな側面

から必要な情報

収集ができる

患者や

状況

（場）

の応じ

た看護

を実践

する

②患者の状況に

応じた援助がで

きる

①患者の個別性

を考慮しつつ標

準的な看護計画

に基づきケアを

実践できる

①患者に対して

ケアを実践する

際に必要な情報

を得ることがで

きる

患者や

周囲の

人々の

意向を

看護に

活かす

ことが

できる

②確認した思い

や考え、希望を

ケアに関連づけ

ることができる

①患者や周囲の

人々の思いや考

え、希望を意図

的に確認するこ

とができる

看護の

展開に

必要な

関係者

を特定

し、情

報交換

ができ

る

②患者を取り巻く関係

者の立場や役割の違い

を理解したうえで、そ

れぞれと積極的に情報

交換ができる

②関係者と密にコミュ

ニケーションを取るこ

とができる

②看護の展開に必要な

関係者を特定できる

②看護の方向性や関係

者の状況を把握し、情

報交換できる

①■患者やその家族と

の関係を良好に築くこ

とができる

業務手順

や組織に

おける標

準的な計

画に基づ

き自律し

て実践す

る

看護チー

ム内の他

職種の法

的な権限

や役割を

理解し、

自立して

業務を委

譲下業務

の実施確

認をする

②■チームリー

ダーとして優先

順位をつけ行動

することができ

る

安全な

環境整

備に関

わる

ルール

に基づ

き自律

して行

動する

①■部署におい

てスタッフ間の

信頼関係を築く

ことができる

組織や業

務実施の

標準的な

計画に基

づき、業

務の優先

順位の判

断や効率

的な時間

管理を自

律して行

うととも

に、組織

（チーム

等）の活

動に参加

し同僚と

②■部署の目標

に向けて、自己

の役割と責任を

果たすことがで

きる

①■メンバー

シップを理解

し、状況に応じ

て適切な対応が

できる

①■1日の業務

計画を効率的に

立案し実践する

ことができる

新人

（旧

Ⅰ）

必要に応じ助言

を得て実践する

基本的な

看護手順

に従い、

必要に応

じ助言を

得て看護

を実践す

る

助言を

得て患

者や状

況

（場）

のニー

ズをと

らえる

②患者の状況か

ら緊急度をとら

えることができ

る

①助言を受けな

がら患者に必要

な身体的、精神

的、社会的、ス

ピリチュアルな

側面から必要な

情報収集ができ

る

助言を

得なが

ら、安

全な看

護を実

践する

②看護手順やガ

イドラインに

沿って、基本的

看護技術を用い

て看護援助がで

きる

①指導を受けな

がら看護手順に

沿ったケアが実

施できる

①指導を受けな

がら、患者に基

本的援助ができ

る

患者や

周囲の

人々の

意向を

知る

②助言を受けな

がら患者や周囲

の人々の思いや

考え、希望を知

ることができる

関係者

と情報

共有が

できる

②患者を取り巻く関係

者の多様な価値観を理

解できる

②連絡・報告・相談が

できる

①助言を受けながら患

者を看護していくため

に必要な情報が何かを

考え、その情報を関係

者と共有することがで

きる

①助言を受けながら

チームの一員としての

役割を理解できる

①助言を受けながらケ

アに必要と判断した情

報を関係者から収集す

基本的な

業務手順

に従い、

必要に応

じ助言を

得て実践

する

看護チー

ム内の他

職種の法

的権限や

役割を知

り、助言

を得て、

業務を委

譲し、委

譲した業

務の実施

確認をす

る

■助言を受けな

がら担当業務に

ついては最後ま

でやり遂げ優先

順位をつけるこ

とができる

助言を

得て、

安全な

環境整

備に関

わる

ルール

に基づ

き行動

する

■助言を受けな

がら基本的に患

者の要求や要望

に対応すること

ができる

自身の業

務を時間

内・時間

通りに行

うととも

に、組織

（チーム

等）の一

員として

の役割を

理解する

②■助言を受け

ながら、優先順

位を考えて業務

を実行できる

①■助言を受け

ながら、1日の

業務計画を立案

することができ

る

①■助言を受け

ながら、業務を

実行することが

できる

個別性に

応じた適

切な看護

を実践

し、状況

に応じて

判断し行

動する能

力。

ニーズをとらえる力 ケアする力 意思決定を支える力

能力 臨床実践能力

能力および構成要素の

定義

体系的な情報収集とアセ

スメント（整理・分析・

解釈・統合）を行い、看

護問題の優先順位を判断

し、記録共有する。

患者とのパートナーシッ

プ※3のもと、それぞれの

状況に合わせた看護計画

を立案・実施・評価し、

実施した看護への対応を

行う。

患者や関係者との信頼関

係と対話、正確かつ一貫

した情報提供のもと、患

者がその人らしく生きる

ための意思決定を支援す

る。

リーダーシップとマネジメント能力

協働する力

組織の一

員として

看護・医

療の提供

を効率

的・効果

的に行う

ために、

状況や役

割に応じ

たリー

ダーシッ

プを発揮

しマネジ

メントを

行う能

力。

業務の委譲/移譲と管理監督 安全な環境の整備 組織の一員としての役割発

組織の目的・目標達成への

貢献／業務管理／業務改善

患者や保健・医療・福祉および

生活に関わる職種・組織と相互

理解し、知識・技術を活かし合

いながら、情報共有や相談・提

案等の連携を図り看護を実践す

る。

法的権限や役割等に応じ

て、看護チーム（看護師・

准看護師・看護補助者）に

おける業務委譲および他職

種への業務移譲と、業務遂

行の管理・監督を適切に行

う。

安全な看護・医療提供環

境の維持・実現のため、

リスクの評価や適切なマ

ネジメント方法の検討を

行い、医療安全、感染予

防、災害対応等を行う。

組織（チーム等）の中で、

業務改善やチームワーク向

上のために行動し、担う業

務の優先度を考え、時間等

の適切な管理のもと実施す

る。

学習項目

対象者との信頼関係の構

築情／報収集の方法／ア

セスメント（身体面）

（心理・精神面）（社会

面）（スピリチュアル）

／アセスメントの統合

看護計画／看護の実施と

記録／実施した看護の評

価／看護技術／状態や疾

病に応じた看護・医療提

供／状態や疾病に応じた

看護・医療提供／地域で

の療養生活支援／臨床薬

理／疾病・臨床病態／緊

急時の対応

看護・医療の方針等を話

し合うプロセス／意思決

定を支えるコミュニケー

ション／意思決定の関係

者への支援と連携

多職種・組織の理解と協働／多

職種協働におけるコミュニケー

ション

看護チームにおける業務の

委譲と実施／他職種への業

務の移譲と実施

医療安全／感染管理／リ

スク管理と危険への暴露

防止／災害への備えと対

応

能力の構成要素
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Ⅳ

（旧

Ⅴ）

より複雑な状況

において創造的

な実践を行い、

組織や分野を超

えて参画する

より複雑

な状況に

おいて倫

理的・法

的判断に

基づき行

動し、倫

理的かつ

法律 を遵

守した実

践のため

の体制整

備に組織

や分野を

超えて参

画する

より複

雑で関

係者が

多様な

場面に

お いて

も責任

を果た

し、組

織や分

野を超

えて参

画する

■自部署内に

収まらず課題

解決のために

調整、実践す

ることができ

る

より複

雑かつ

多重な

顕在

的・潜

在的な

倫理的

問題に

つい

て、解

消のた

めに組

織や分

野を超

えて参

画する

■倫理的問題

に部署を超え

て調整等する

ことができる

より複

雑な状

況にお

いても

法令を

遵守

し、法

令に違

反する

リスク

がある

行動や

状況に

対し組

織を超

えて参

画する

■法令違反に

対し組織を超

えて調整する

ことができる

未来を志

向し、看

護の専門

職とし

て、組織

や看護・

医療を超

えて社会

の変革・

創造や人

材の能力

開発に貢

献する

専門職組

織（職能

団体や学

会等）に

参画し、

未来を見

据えた制

度・政策

の改善・

決定や、

組織や看

護・医療

を超えた

能力開発

に関わる

②■看護部の院

内教育プログラ

ム等の企画運営

方針の決定に参

画することがで

きる

①■看護管理能

力を高めるため

の自己研鑽がで

きる

看護・医

療を超え

新たな知

見や技術

を活用し

組織を超

え未来を

見据えた

変革・創

造を主

導・発信

するとと

もに、看

護実践の

質向上を

支援する

■新しい知見

を習得しなが

ら、部署を超

えて看護実践

の質向上を支

援することが

できる

自身の

キャリア

に応じた

学び直し

や学習棄

却を必要

に応じて

行うとと

もに、組

織や看

護・医療

を超えて

人材の生

涯学習を

支援する

②■キャリア

開発、看護部

全般の専門性

向上にむけた

環境整備がで

きる

①■キャリア

開発・看護部

全般の専門性

向上にむけた

教育体制の構

築ができる

自身の

ウェル

ビーイン

グの維持

向上を継

続すると

ともに、

組織や看

護・医療

を超えて

人材の

ウェル

ビーイン

グに創造

的に関わ

る

■自信の心身

の健康を維持

しながら、組

織を超えて創

造的に係わる

Ⅲ

（旧

Ⅳ）

幅広い視野で予

測的に判断し実

践を実践を行

い、ロールモデ

ルとなる

倫理的・

法的判断

に基づき

認識した

課題や潜

在的リス

クの解決

に向け行

動しロー

ルモデル

を示す

責任を

果たす

ことに

ついて

同僚や

組織に

おける

課題や

リスク

に気づ

き、解

決に向

て行動

する

■組織の課題

に気づき、解

決に向け行動

することがで

きる

顕在

的・潜

在的な

倫理的

問題に

ついて

問題提

起し、

同僚に

働きか

けモデ

ルを示

す

■倫理的問題

に部署内で働

きかけること

ができる

法令に

違反す

るリス

クがあ

る同僚

の行動

や組織

の状況

に対し

問題提

起する

■法令違反に

対し部署内で

問題提起する

ことができる

幅広い視

野と予測

に基づき

自身と組

織の質を

更に向上

するとと

もに看護

の専門職

組織の活

動に関わ

る

保健・医

療・福祉

の制度や

政策に広

く視野を

もって専

門職組織

（職能団

体や学会

等）の活

動を通じ

た提言活

動や看護

学の発展

に関わる

②■部署の専門

性の向上のため

の自己研鑽と

キャリア開発に

向けたスタッフ

への働きかけ、

研究・指導がで

きる

①■院内教育プ

ログラムにおい

て、実践指導の

一部企画、運営

ができる

新たな知

見や技術

を取り入

れ実践

し、成果

を可視化

すること

でエビデ

ンス構築

に貢献す

るととも

に、同僚

の学習や

能力開発

を支援す

る

①■自己の研

究テーマに取

り組むことが

できる

自身の

キャリア

の中長期

的展望を

描き、そ

の展望に

応じた多

様な学び

を継続し

同僚のモ

デルとな

る

■自身のキャ

リアアップを

行いながら、

継続学習を行

い、同僚のモ

デルナースと

なることがで

きる

自身や周

囲の状況

の変化を

予測しな

がら自身

のウェル

ビーイン

グの維持

向上を継

続し、同

僚のモデ

ルとなる

■周囲の状況

も確認しなが

ら、同僚のモ

デルとなるこ

とができる

Ⅱ

（旧

Ⅲ）

個別の状況に応

じた判断と実践

を行う

個別の状

況におい

て、倫理

的・法的

判断に基

づく実践

を行い、

規範から

の逸脱に

気づき表

明する

状況に

応じ自

ら判断

して行

動・説

明し実

践への

責任を

持つと

とも

に、責

任を果

たす行

動にお

ける自

身の課

題に気

■行った実践

に対して見つ

けた課題を他

者と共有し解

決することが

できる

■行った実践

に対して課題

を見出すこと

ができる

個別的

な状況

におい

ても自

身で判

断し倫

理的に

行動す

るとと

もに、

倫理的

問題が

生じて

いる可

能性に

気付き

他者に

■倫理的問題

に気づき、他

者と共有する

ことができる

個別的

な状況

におい

ても法

令を遵

守し行

動する

ととも

に、法

令に違

反する

可能性

がある

行動に

気づき

他者に

共有す

■法令を遵守

しつつ、違反

の可能性があ

る行動に気づ

き、他者と共

有することが

できる

自身の質

の向上を

継続する

ととも

に、組織

の看護の

質向上や

組織の新

人・学生

の指導に

関わる

保健・医

療・福祉

に関わる

専門職と

しての自

覚をもっ

て行動

し、組織

の新人・

学生の

ロールモ

デルとな

る

②■院内・院外

の教育プログラ

ム（研修会）に

積極的に参加

し、その内容を

部署内に伝達す

ることができる

エビデン

スに基づ

き自身や

組織の看

護実践の

質の評価

と改善を

行うとと

もに、組

織の新

人・学生

の指導を

行う

②■看護研究

やケースレ

ポートを通し

て、自己の看

護実践や専門

看護を深める

ことができる

自身に必

要な知識

や経験等

を判断し

多職種と

共に学び

合うとと

もに、自

身の今後

のキャリ

アを描く

①■臨床指導

者、臨床講師

の役割を果た

し院内研修の

企画・運営に

参加できる

心身の状

況を判断

してセル

フケアを

行い、自

身のウェ

ルビーイ

ングを維

持向上す

る

■セルフケア

を行い、心身

の健康を維持

向上すること

ができる

Ⅰ

（旧

Ⅱ）

標準的な実践を

自立して行う

■自分の役割

や能力を認識

し、行動など

に責任を持つ

ことができる

■倫理的指針

に基づき、行

動することが

できる

■社会人・組

織人としての

ルールに則っ

て行動できる

②■部署におけ

るさまざまな看

護実践につい

て、後輩、看護

学生の指導がで

きる

①■学習課題を

明確にし、院内

教育プログラム

（研修会）に積

極的に参加出来

る

②■看護実践

を通してケー

スレポートを

まとめること

ができる

■自ら自己研

鑽・医療の質

向上などに取

り組むことが

できる

■気持ちをき

りかえて自身

で心身を整え

ることができ

る

新人

（旧

Ⅰ）

必要に応じ助言

を得て実践する

■基本的な心

構え、態度や

対応につい

て、上司から

注意を受けた

ことは素直に

聞き入れ改善

している

■倫理的にお

かしいと感じ

ることがで

き、周囲に助

言を求めるこ

とができる

①自己の業務

管理等、社会

人・組織人と

してのルール

を身につける

②■看護過程を

振り返り、課題

を明確にし、主

体的に学習でき

る

②地域社会にお

ける自施設の役

割・機能を理解

する

①■日常の看護

実践の中で疑問

や問題点につい

て学習できる

①■助言を受

けながら、自

己の看護を振

り返り不足分

を学習できる

■上司や先輩

からの助言が

あれば自己研

鑽、医療の質

向上などに取

り組んでいる

■ストレス

コーピングを

身につけるこ

とができる

能力

能力および構成要素の

定義

専門的・倫理的・法的な実践能力 専門性の開発能力

生涯学習 自身のウェルビーイングアカウンタビリティ※2 倫理的実践 法的実践

看護師と

しての資

質・能力

を向上

し、適切

かつ質の

高い看護

実践を通

じて、看

護の価値

を人々や

社会に提

供し貢献

する能

力。

看護の専門性の強化と社会 看護実践の質の改善

看護の成果を可視化、分

析することで、自身や組

織の看護の改善プロセス

に関わるとともに、同僚

や学生の学習支援・指導

に関わる。

自身の能力の開発・維

持・向上に責任を持ち、

生涯にわたり自己研鑽を

行い、他の看護師や保

健・医療・福祉に関わる

多様な人々と共に学び合

う。

適切で質の高い看護を実

践するため、看護師自身

のウェルビーイング※4を

向上する。

学習項目

看護師としての責務と

職業倫理に基づき、自

らの判断や行為、行っ

たことの結果に責任を

負い、自身の役割や能

力に応じた看護実践を

行う。

看護師として倫理的に

意思決定、行動し、

人々の生命や権利、多

様性、プライバシー等

を尊重し看護実践を行

う。

看護師として法令遵守

が定められている行動

は何かを認識し、法令

やガイドライン、所属

組織等の規範に基づき

看護実践を行う。

看護の専門職として、制

度・政策の提言や看護学の

発展等の看護の効率・効果

を高める活動に、専門組織

を通じて関わり社会に貢献

する。

自らの判

断や行動

に責任を

持ち、倫

理的・法

的規範に

基づき看

護を実践

する能

力。

能力の構成要素

自身のウェルビーイング

を図る責務／健全な職場

づくり／セルフケア

倫理的・

法的規範

に基づき

実践する

自身の

役割や

能力の

範囲を

認識

し、自

立して

行動・

説明し

実践へ

の責任

を持つ

倫理指

針等と

目の前

の実践

を紐づ

けて理

解し、

倫理的

指針に

基づき

行動す

る

法令に

基づき

取るべ

き行

動・

取って

はいけ

ない行

動を知

り、法

令を遵

守し行

動する

専門職と

しての自

身の質の

向上を図

る

看護の専

門職とし

ての自覚

と社会か

ら求めら

れている

役割の認

識に基づ

き行動す

る

科学的根

拠に基づ

き行動

し、自身

の看護実

践を定期

的に見直

し質向上

を図る

自身の実

践や能力

の内省・

評価や課

題の整理

を行い、

適宜同僚

等からの

フィード

バックも

得なが

ら、学習

を自ら計

画的に行

う

自身の

ウェル

ビーイン

グの維持

を図る

看護師の責務と職業倫

理／実践する看護の説

明と結果への責任／自

身の能力の判断に基づ

き行動する責任

基本的人権の尊重／多

様性の理解と推進／医

療・看護実践における

倫理／倫理的課題への

気づきと行動

看護師の役割の関連法

令／看護師の業務の関

連法令等／個人情報の

保護・管理の関連法令

／情報の取り扱い

看護師として社会に貢献す

る責務／保健・医療・福祉

の制度・政策／保健・医

療・福祉の最新の動向／専

門職としての活動への参画

看護のエビデンス構築と

発展に関わる責務／エビ

デンスに基づく看護実践

と改善／他者への学習支

援と指導

自身の生涯学習・能力開

発を図る責務／自身の能

力の開発・維持・向上／

キャリアデザイン


